
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

土曜
（SAT）

編
集
後
記

　

今
回
の
特
集
の
中
で
、
交

通
指
導
員
の
鴨
川
さ
ん
に
話

を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鴨
川
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ

う
、
24
年
も
の
長
き
に
わ
た

り
交
通
指
導
を
続
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
本
当

に
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

私
も
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
り
、
再
度
兜
の
緒
を
締
め

て
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
な
る
と
花
粉
症
の

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
。
花
粉

症
対
策
で
メ
ガ
ネ
や
マ
ス
ク
を

し
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

こ
の
時
期
に
お
勧
め
の
場
所

が
平
戸
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約

40
分
の
離
島「
的
山
大
島
」。

　

ス
ギ
花
粉
が
、
本
土
と
比

べ
る
と
格
段
に
少
な
く
、
花

粉
症
で
悩
む
人
た
ち
が
大
島

に
来
る
と
快
適
に
過
ご
せ
る

と
評
判
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●若者応援相談会in  
平戸（本庁３階会議
室C）13：00 ～ 14：
30

瀧 伊

３

●平戸きらっとまつ
り（平戸文化セン
ター）９：30～
●第９回ねしこの食
まつり（根獅子小学
校体育館・かのう交
流館）９：４５～

●平戸雛の市（平戸港
交流広場）10：00～
●奥平戸菜の花まつ
り（多目的研修セン
ター）10：30～14：30
●第６回シューレン
大会（平戸オランダ
商館）９：30～

●消費生活巡回相談
大島地区（大島村公民
館）14：00～ 16：00

●消費生活巡回相談
生月地区（生月支所）
13：00～ 15：00

●消費生活巡回相談
中部地区（ふれあい
センター）13：00～
15：00

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 16：00

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 16：00

３月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
３月のイベントカレンダー

242321 春分の日 22

313029
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広報ひらど

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

●Kidsジョブチャ
レンジ2018in平戸
（平戸文化センター
ほか）（～ 31日）

●堤小学校閉校式
（堤小学校体育館）
10：00 ～

●年金相談（本庁３
階 会 議 室）10：00 
～ 15：00

●年金相談（本庁３
階 会 議 室）10：00 
～ 15：00

●初心者のための紙
芝居講座（平戸図書
館）10：30～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平戸ホール）
14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平戸ホール）
14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～
●講演会（平戸図書
館）10：30～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

H
irado city Public R

elations
2018.3 N

o.150
広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
30年

３
月
号

●ライブラリーコンサー
ト（COLAS平戸ホール）
19：00～

●公営住宅入居者
募集期限

●全国春の火災予
防運動（～７日）

●平戸斎場臨時職
員募集締切

●市民課臨時延長窓
口（～４月６日）

●第２次平戸市総
合計画パブリック
コメント募集締切

●第28回台湾親善
訪問団募集締切

March
No.150

特 

集自己を防衛
　　事故を防止

24
年
間「
交
通
指
導
員
」と
し
て

交
通
指
導
を
行
う
鴨
川
健
次
郎
さ
ん
。（
83
歳
）

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休永田記念図書館休

永田記念図書館休



火災救急件数

４件（４件）

202件（163件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
平成30年１月末現在平成30年１月末現在

  ６件（１１件）

  ０人（０人）

  ８人（１１人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎内線2313問

人口の動き

■男　性　15,046人（－30人）

■女　性　16,994人（－46人）

■世帯数　14,104戸（－2６戸）

※（　）は、前月との比較

■総人口　    32,040人（－76人）

　平戸地区     18,547人（－37人）

　生月地区       5,558人（－16人）

　田平地区       6,847人（－22人）

　大島地区       1,088人（－1人）

平成30年２月１日現在

市民課戸籍住民班　☎内線2523問
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12夢に向かって羽ばたけ

山野　那朗 さん

中野小学校

主師町

 やまの       　　　なお

５年

学校でも、野菜や
農業機械の本を
借りて読んでいて、
機械の操作はお
父さんにも教えて
いるそうです。

『最高の親孝行息子です』

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

　農繁期は、手伝ってくれるのですごく助かります。機械も私よ
り上手に使いこなすので、効率よく作業ができて頼もしいです。
逆に、農繁期が過ぎるとすることが無くなって困ってしまうくら
いですね。また近所の人たちからも、地区掃除などの行事を一
緒に手伝ってくれるので、かわいがられています。

応援団
からの

一言

父・博文  さん

耕
運
機
の
操
作
は
大
人
顔
負
け

将
来
は
、耕
作
放
棄
地
を
無
く
し
た
い

目次・英語版の平戸市ホームページ開設・
人口の動き・交通事故件数・火災救急件数

夢に向かって羽ばたけ

特集

自己を防衛・事故を防止

子泣き相撲

市民表彰・スポーツ表彰
そうだ図書館へ行こう

今月のレシピ・私のまちの宝探し

高齢者の通いの場訪問

市民総合相談室・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がここに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ４～Ｐ11

　

Ｐ12～Ｐ13

Ｐ14～Ｐ15

Ｐ16

Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20～P21

Ｐ22～Ｐ26

Ｐ27

Ｐ28～Ｐ29

Ｐ30

Ｐ31

Ｐ32

３
Contents
広報ひらど

り
、
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
る
畑

が
あ
れ
ば
、
自
分
で
地
主
さ
ん
に
話

し
に
行
っ
て
、
借
り
て
野
菜
づ
く
り

な
ど
が
で
き
な
い
か
相
談
し
て
い
ま

す
」と
農
業
に
対
す
る
情
熱
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
「
野
菜
は
、
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る

け
ど
、
自
分
が
作
っ
た
野
菜
は
特
に

お
い
し
く
感
じ
る
の
で
、
た
く
さ
ん

食
べ
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ

ス
な
ど
野
菜
を
た
く
さ
ん
収
穫
し
た

と
き
は
、
知
り
合
い
や
近
所
の
人
た

ち
に
も
お
す
そ
分
け
し
て
い
ま
す
」と

野
菜
に
対
す
る
思
い
も
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
の
博
文
さ
ん
は「
同
学

年
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
な
ど

で
遊
ん
だ
り
す
る
よ
う
で
す
が
、
こ

の
子
は
ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
り
も
畑
仕

事
の
方
が
好
き
み
た
い
で
、
時
間
が

あ
れ
ば
畑
仕
事
を
し
て
ま
す
ね
」と

目
を
細
め
ま
す
。

　
最
後
に「
将
来
は
、
農
家
を
継
い

で
父
と一
緒
に
耕
作
放
棄
地
を
少
し

で
も
無
く
し
て
、
農
業
の
楽
し
さ
を

み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」と

少
し
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
、
自

分
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
し
た
言
葉

で
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

長
時
に
は
、
自
分
で
耕
運
機
な
ど
の

農
業
機
械
を
操
作
し
て
、
作
付
け
か

ら
手
入
れ
、
収
穫
ま
で
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
は
、
自
分
の
畑
も
持
っ
て
い
て
、

野
菜
全
般
を
植
え
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
隣
の
畑
を一緒
に
耕
し
た

　
　
　
野
教
会
す
ぐ
そ
ば
の
、
農
業
、

　
　
　
畜
産
業
を
営
む
家
で
、
手
伝

い
を
す
る
山
野
那
朗
さ
ん
。
幼
少
期

か
ら
、
お
父
さ
ん
の
畑
仕
事
に一緒
に

付
い
て
行
き
、
耕
し
た
り
収
穫
し
た

り
す
る
姿
を
見
て
い
る
う
ち
に
、一緒

に
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年

山

英語版の平戸市ホームページ
「DISCOVER HIRADO」開設

　2月19日、平戸市のホームページに英語
版のページ「DISCOVER HIRADO」が開設
しました。
　これまで、市のホームページはGoogleの
自動翻訳機能を活用し英語表記するなどして、
多言語対応をしていましたが、固有名詞や地
名などが正しく翻訳されず、外国人にはわか
りづらいページとなっていました。また、日本
人には見やすいレイアウトのページでも、外
国人にとっては検索しづらいなどの問題もあ
りました。
　今回の英語版ページは平戸在住の外国人
に作成を依頼し、レイアウトや内容も外国人
から見た視点で平戸の魅力や特徴などを写真
を中心に配置して掲載。英語についても、固
有名詞などを正しく表記することで、外国人
に見やすくわかりやすくなっています。

人事課秘書広報班　☎内線2324問

ひろふみ



１_初めて白バイに乗り笑顔を見せる園児／２_警察

車両に長蛇の列をなす園児／３_交通安全指導員の

質問に正解し喜ぶ園児／４_イラストやキャラクターを

使い、園児に講話する交通安全指導員

　2月8日に開催された、若葉保育園での

「交通安全教室」。

　この日は、交通安全指導員による交通安

全についての講話や、警察官による警察車

両や白バイの乗車体験が行われました。

　園児たちは、交通安全について、楽しい

中にもきちんとした態度で学んでいました。
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特 

集自己を防衛
　　事故を防止

証
明
す
る「
修
了
証
」が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
平
戸
警
察
署
を

中
心
と
し
て
、
各
種
団
体
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
か
ら
交

通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
安
全
の
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
の
問
題
わ
か
る
お
友

　
　
　
　
達
は
い
る
か
な
？
」と

　
　
　
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
イ

ラ
ス
ト
を
使
い
な
が
ら「
○
×
問

題
」や「
信
号
を
渡
る
と
き
に
注

意
す
る
こ
と
」な
ど
の
交
通
安
全

の
問
題
を
、
分
か
り
や
す
く
園

児
に
説
明
す
る
交
通
安
全
指
導

員
。
園
児
た
ち
も
我
先
に
と
質

問
に
対
し
、
手
を
挙
げ
大
き
な

声
で
答
え
ま
す
。

　
平
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
が

市
内
全
部
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、

小
学
校
を
巡
回
し
実
施
し
て
い

る「
交
通
安
全
教
室
」が
、
田
平

町
の
若
葉
保
育
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
交
通
安
全
指
導

員
に
よ
る
交
通
安
全
に
つ
い
て

の
講
話
の
ほ
か
、
警
察
車
両
や

白
バ
イ
の
乗
車
体
験
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
初
め

て
乗
る
警
察
車
両
や
白
バ
イ
に

興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
が
、

悪
ふ
ざ
け
す
る
こ
と
な
く
、
真

剣
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し

た
。

　
ま
た
年
長
児
に
は
、
し
っ
か

り
交
通
安
全
を
学
ん
だ
こ
と
を

　私たちの一番の願いは、交通事故に遭い悲しい思いを
する人たちが少しでも減ることです。
　交通安全教室や交通安全運動を通して市民の皆さんに、
正しい交通ルールを楽しく知ってもらうことを目指していま
す。より分かりやすく覚えてもらえるよう、車両広報や教
材を手作りし活動しています。
　「守ろう交通ルール、高めよう交通マナー」を合言葉に､
市民の皆さんが安全に過ごせる平戸市を目指しています。

「市民の皆さんが安全に過ごせるように」

こ
交通安全指導員

川渕　節子さん
かわぶち       せつこ

「命の大切さを学んでいます」

若葉保育園園長

川口　美子さん
かわぐち        よしこ

　この交通安全教室は「自分の命に関わるんだ」という
ことを園児に理解してもらうため、教室が始まる前に保
育士から「ちゃんと話を聞いて、よく考えるように」と言
い聞かせています。園児も私たち職員もこの取り組みを
通して、命の大切さを学ばせてもらっています。

　交通安全指導員さんは、園児たちが自然にスーっと入っていけるように、毎
回イラストなどを工夫されていて、また、小さい園児にもわかるように説明して
くれるので、いつも「私たちも参考になるよね」と保育士と話しています。

１

３

２

４

「



平戸市社会福祉協議会田平支所での電動車いす講習会

１_老人ホームでの交通安全教室／２_飲酒運転追放キャ

ンペーン活動／３_交通少年団の研修
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交通安全の啓発に取り組む

て
対
応
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
受

講
が
義
務
で
は
な
い
の
で
参
加
が
少

な
い
状
況
で
す
。

　
参
加
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し

て「
一
年
に
一
度
の
免
許
の
更
新
と

思
っ
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
」と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
と
て
も
便
利
な
乗
り
物
で
す

が
、
反
面
、
誤
っ
た
使
用
方
法
で
事

故
に
つ
な
が
る
の
で
、
多
く
の
人
に

参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
電
動
車
い
す
は
、
介
護
保
険
を

使
っ
た
レ
ン
タ
ル
や
、
必
要
で
あ
れ

ば
誰
で
も
自
由
に
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
免
許
も
必
要
な
く
、
ま

た
講
習
な
ど
の
受
講
も
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
電
動
車
い
す
の
利
用
者

が
増
え
る
一
方
で
交
通
事
故
も
多
発

し
て
い
ま
す
。
平
戸
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
し
て
も
電
動
車
い
す
を
提
供

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
利
用
す
る
人

が
安
全
・
安
心
な
利
用
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
た
め
に
講
習
会
を
各
地

区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
利
用
者
の
ご
く
一
部
し
か
参

加
が
あ
り
ま
せ
ん
。
田
平
地
区
で
は

遠
方
の
場
合
は
送
迎
を
す
る
な
ど
し

市民の交通安全を支える重要な役割を果たす「平戸地区交通安全協会」。
子どもや高齢者の交通事故予防に重点を置き、

交通安全に関するさまざまな取り組みを、市内各地で展開しています。

（社）平戸市社会福祉協議会田平支所

福浦　秀貴さん
ふくうら　    ひでたか

「
安
全
・
安
心
に
乗
っ
て
も
ら
う
た
め
に

　
ぜ
ひ
一
年
に
一
回
は
講
習
会
を
受
講
し
て
ほ
し
い
で
す
」

そのおかげか今まで事故や危ない目にあったこ
とがありません。この講習会が役に立っている
と思います。これからもきちんと交通ルールを守
り、安全に運転していきます。

　電動車いすは８年
前ぐらいから乗って
いて、今は2台目に
乗っています。
　畑や、買い物に
行くときによく使っ
ています。
　毎年講習会を受
けているのですが、

「この講習会が役に立っています」

電動車いす講習会参加者

久家ミツエさん
くが

高
齢
者
の
安
全
の
た
め
に

年
に一
回
交
通
安
全
指
導

普
及
が
進
む「
電
動
車
い
す
」。

安
全
に
乗
っ
て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
技
術
の
指
導
や
交
通
ル
ー

ル
な
ど
、
電
動
車
い
す
を
運
転

す
る
際
に
必
要
な
こ
と
を
受
講

で
き
ま
す
。

　
講
習
会
参
加
者
に
は「
交
通
安

全
フ
ラ
ッ
グ
」を
配
布
し
、
電
動

車
い
す
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

乗
り
物
と
し
て
便
利
な
反
面
、

公
道
を
走
る
の
で
、
き
ち
ん
と

し
た
運
転
技
術
を
身
に
付
け
な

け
れ
ば
危
険
を
伴
い
ま
す
。

　
（
社
）平
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
定
期
的
に
電
動
車
い

す
の
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
、

　
　
　
　
年
、
車
の
運
転
が
で

　
　
　
　
き
な
く
な
っ
た
高
齢

　
　
　
　
者
が
、
電
動
車
い
す

を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
電
動
車
い
す
の
普
及
は
、
車

を
持
た
な
い
高
齢
者
の
新
た
な

電動車いすは車か
ら見えづらい時があ
るため、車からす
ぐ目に付きやすいよ
うに、電動車いす
に設置している。

交通安全フラッグ

近

※電動車いすの購入や、
　そのほかのお問い合わ
　せも受け付けますので、
　ご連絡ください

（社）平戸市社会福祉
　　協議会田平支所
　　担当：福浦

電動車いす講習会に
関するお問い合わせ

連絡先 57-2223

　最近は高齢者が関係する事故が増えてきているので、７０歳
以上には免許更新時に交通事故防止啓発のチラシを配ったりす
るなどの対策をしています。
　また、電動車いすの利用者が増えてきているので、（社）平戸
市社会福祉協議会に協力してもらい、電動車いすの講習会を実
施しています。
　高齢者だけでなく、交通安全教室や、街頭での交通指導を

平戸地区交通安全協会会長

白石　幸生さん
しらいし　     ゆきお

「交通安全対策に積極的に取り組んでいます」

交通安全運動期間中のキャンペーン活動

　
　
　
　
戸
地
区
交
通
安
全
協

　
　
　
　
会
で
は「
交
通
事
故
で

　
　
　
　
悲
し
い
思
い
を
さ
せ

な
い
」と
い
う
信
念
の
も
と
、
子

ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
の
啓
発
活
動
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
運

動
や
、
飲
酒
運
転
追
放
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
街
頭
に
立
ち
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、

直
接
飲
食
店
に
出
向
き
飲
酒
運

転
を
さ
せ
な
い
よ
う
お
願
い
に

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
人

ホ
ー
ム
や
老
人
会
、
幼
稚
園
・

保
育
園
、
小
学
校
に
交
通
安
全
指

導
員
が
直
接
出
向
き「
交
通
安
全

教
室
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
る

た
め
、
交
通
少
年
団（
平
戸
小
学

校
の
み
）を
組
織
し
、
定
期
的
に

街
頭
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
小
学
１
年
生
に
は
入
学

時
に
、
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
し
、
市
民
の
交
通
安
全

を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

平

２３

１

春の全国交通安全運動

下記のとおり全国一斉に「春の全国交通安全運動」が開催されます。

スローガン 「よくみせて　ちいさなきみの　おおきなて」

交通事故死ゼロを目指す日 ４月10日（火）

と　き 4月6日（金）～15日（日）　10日間

実施するなど子どもの交通安全
対策についても積極的に取り組
んでいます。
　今後とも、交通事故のない安
全・安心のまちづくりを目指し、
さまざまな団体と協力しながら
活動していきます。



平戸市交通指導員（北部地区）

鴨川健次郎さん
かもがわ   けんじろう

子どもたちが安全に登校できるように
各地区で活躍する「交通指導員」や「交通安全母の会」。

子どもたちの安全ため、街頭に立ち続けています。

１_小学生に交通指導する鴨川さん／２_生

月小学校での立哨活動／３_交通安全母の

会による活動（田平地区）／４_立哨活動後、

児童たちと一緒に登校する生月小学校の校

長先生

　また高齢者の事故が多いので、
道を歩いている高齢者にも「気を
つけて歩いてね」と声かけを行っ
ています。

　私たちは、交通安全運動の期間中に小学校の通学
路に立って活動しています。その際は、子どもたちが
元気に学校に行けるように「おはようございます」「いっ
てらっしゃい」と大きな声で呼びかけています。
　この活動をしていると、地域の子どもたちの顔を覚
えることができます。そのおかげで、道端や行事など
で会ったときは、子どものほうから声をかけてくれます。
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
機
会
で

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
地
域
で
暮
ら
す
た

め
に
も
、
と
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
目
を
や
る
と
、
登
下

校
中
に
多
く
の
事
故
が
発
生
し

て
お
り
、
死
傷
者
を
出
す
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
も
起
き
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
絶

対
に
起
き
な
い
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
の
た
め
、
皆
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
も
街
頭
に
立
ち

続
け
ま
す
。

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
婦
人
会
や
P
T
A

な
ど
で
組
織
す
る「
平
戸
市
交
通

安
全
母
の
会
」の
メ
ン
バ
ー
も
交

通
安
全
運
動
期
間
中
、
市
内
の

各
小
学
校
付
近
の
通
学
路
で
の

交
通
指
導
や
、
街
頭
で
の
ラ
イ

ト
の
早
め
点
灯
促
進
、
飲
酒
運

転
撲
滅
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
薄

れ
て
い
く
な
か
、
地
域
と
子
ど

も
た
ち
を
結
ぶ
大
切
な
コ
ミ
ュ

利用するので、子どもたちが気
分よく学校生活を送ってもらうた
めに、気分を害さないよう注意し
ています。特に「おはようござい
ます」という言葉を大切にしなが
ら声かけを行っています。
　この活動は、嫌と思ったことは
１度もありませんし、逆に楽しく
やってます。また、私の生きがい
にもなっています。これからも子
どもたちが安全に登校できるよう、
微力ですができる限り続けていき
たいと思っています。

　当時の交通指導員会の会長か
ら声がかかり、退職後すぐに交通
指導員を始めました。平成７年か
らやっているので、今年で24年
目になります。
　毎月5日と20日、また年４回
ある交通安全運動の期間中、午
前６時40分から午前７時40分ま
で、平戸小学校近くの交差点で
子どもたちの安全のため、交通
指導をしています。
　ここの交差点は、小学生や猶
興館高校の生徒が通学路として

平戸市交通安全母の会会長

福海　晶子さん
ふくみ          あきこ

「子どもたちが気分よく、学校生活を送れるように」

お
　
　
　
　
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
　
　
　
大
手
の
坂
の
交
差
点

　
　
　
　
に
立
つ
交
通
指
導
員

の
鴨
川
さ
ん
は
、
微
笑
み
な
が

ら
や
さ
し
く
児
童
に
あ
い
さ
つ

し
、
安
全
な
通
学
を
見
守
り
ま

す
。
鴨
川
さ
ん
は
交
通
指
導
員

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
、
24
年
間
か
か
さ
ず
暑
い

日
も
寒
い
日
も
街
頭
に
立
ち
続

け
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
小
・
中
学
校
周
辺
の

交
差
点
で
は
、
毎
月
５
日
と
20

日
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
交
通

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
本
市
で
は
、
32
人
が
交
通
指

導
員
と
し
て
各
地
区
で
活
動
し

て
お
り
、
主
に
仕
事
を
退
職
し

た
60
〜
80
代
の
皆
さ
ん
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。
最
高
齢
は
鴨
川

さ
ん
の
83
歳
。
非
常
に
熱
心
な

人
た
ち
が
多
く
、
自
分
た
ち
で

勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

日
々
交
通
安
全
に
つ
い
て
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
月
小
学
校
前
の
交

差
点
付
近
で
は
交
通
指
導
員
の

ほ
か
、
生
月
駐
在
所
の
警
察
官

と
校
長
先
生
も
一
緒
に
児
童
た

ち
の
た
め
に
交
通
指
導
を
し
て

「

「子どもたちが元気に学校に行けるように」

１

４ ２

３



平戸警察署交通課長

蒲川　宗平さん

かもがわ   　　そうへい

交
通
事
故
が
な
く
、
安
全
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
前
の
備
え
が
必
要
。

ド
ラ
イ
バ
ー
、
歩
行
者
は
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
守
っ
た
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

安
全
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
た
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。（
左
記
参
照
）

　
交
通
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意

か
ら
起
こ
り
ま
す
。
起
き
て
か

ら
で
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ

ん
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
当
た
り
前
の
行
動
を
す
れ
ば
、

交
通
事
故
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
平
戸
市
で
は
、
平
戸
警
察
署

の
ほ
か
に
も
、
平
戸
地
区
交
通

安
全
協
会
な
ど
の
各
種
団
体
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
交
通
事
故
を

な
く
そ
う
と
、
一
生
懸
命
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
安
全
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩

行
者
の
皆
さ
ん
自
身
が
意
識
し

て
気
を
つ
け
な
い
と
交
通
事
故

は
減
り
ま
せ
ん
。
確
実
に
交
通

　
　
　
　
成
29
年
、
長
崎
県
内

　
　
　
　
で
は「
交
通
死
亡
事
故

　
　
　
　
多
発
警
報
」が
６
月

（
９
日
間
で
６
件
発
生
）と
11
月

（
８
日
間
で
６
件
発
生
）に
２
度

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
警
報

は
、
平
成
17
年
以
来
、
12
年
ぶ

り
と
な
る
異
例
な
警
報
で
あ
り
、

県
内
で
は
１
年
間
で
47
人（
前
年

41
人
）が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
高
齢

者
の
死
亡
者
数
が
35
人
と
前
年

に
比
べ
て
5
人
増
加
し
、
全
体

の
74
・
5
％
と
非
常
に
高
い
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
交
通
事
故
の
発

生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数

と
も
前
年
に
比
べ
て
増
加
し
て

い
ま
す
。
県
内
と
同
様
、
高
齢

者
の
関
連
す
る
交
通
事
故
が
多

く
、
42
件
と
前
年
に
比
べ
て
18
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平戸警察署交通課長からのアドバイス

平戸市の最前線で指揮を執る交通安全対策のスペシャリスト。
交通安全に対して、私たちが日ごろ気をつけるべきことを教えてもらった。

件
増
加
し
、
全
体
の
56
％
と
高

い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
地
方
に
お
い
て
は
、
都
市
部

の
よ
う
に
バ
ス
や
電
車
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
が
発
達
し
て
お

ら
ず
、
高
齢
者
も
車
を
利
用
し

な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
と
考

え
る
人
た
ち
が
多
く
、
そ
の
分

交
通
事
故
の
リ
ス
ク
も
高
く
な

り
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
だ
け

で
な
く
加
害
者
の
人
生
も
狂
わ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
歩

行
者
も
注
意
が
必
要
で
す
。
自

分
自
身
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交

通
安
全
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
、

も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
く
だ

さ
い
。
誰
も
が
悲
し
い
思
い
を

し
な
い
た
め
に
。

平

ドライバーの皆さんへ
○歩行中の子どもや高齢者、障がい者に十分配慮したやさしい
　運転をお願いします。
○「走りなれた道だから」「歩行者は気づいているだろう」という
　油断は禁物です。危険を予測した運転を心がけてください。
○横断歩道は歩行者優先です。渡ろうとしている歩行者がいる
　場合は、横断歩道の手前で必ず一時停止し、歩行者を通すよ
　うにしなければいけません。
○夕暮れ時は、ライトの早めの点灯や、夜間は上向きライトの
　活用を心がけてください。
歩行者の皆さんへ
○道路を横断する時は、横断歩道を利用するほか、横断する前
　には、確実な安全確認を行ってください。
○斜め横断は、危険なのでやめてください。
○夜間は、明るく目立つ服装を心がけ、反射材を身につけるこ
　とをお勧めします。

高齢ドライバーによる事故が増加中

　「高齢のため、運転が不安・・・」という人が、運転免
許証を自主的に返納できる制度です。
　「若いころとちょっと違うな」「おかしいな」と感じたら、
自主返納の時期かもしれません。交通安全についてご家
族と話し合ってみませんか。
　自主返納後は公的な身分証明証として使える「運転経
歴証明書」の交付を受けることができます。

　平戸市内で、高齢ドライバーによる交通事故が増えて
います。次の点に注意して運転してください。
○時間にゆとりを持って、安全運転に心がけてください。
○体調が悪いときは、運転を控えてください。
○交差点では、落ち着いて確実に安全確認をしてください。
○70歳以上の運転者は「高齢者マーク」を表示してくだ
　さい。

運転免許証の自主返納制度について

　交通課・地域課・刑事生活
安全課・警務課・警備課・会
計課の６課で構成され、市内
各地に12の駐在所を配置。
日々市民の暮らしや、交通の
安全・安心のため活動してい
ます。
　平戸地区交通安全協会も同
署内に事務所を構えています。

平戸警察署

連絡先 22-3110

■平戸市内

前年比

+16件

+１人

+４人

発生件数

死者数

負傷者数

件数

75件

１人

98人

■長崎県内

交通事故発生状況（平成２９年）

前年比

－361件

+６人

－682人

発生件数

死者数

負傷者数

件数

5,291件

47人

6,734人

※死者数は全国では過去最小となったものの、県内にお
　いては死者数、本市おいては死者数、発生件数、負
　傷者数とも前年に比べ増加している。（警察署調べ）

守るべきルールやマナー
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「
最
教
寺
奥
の
院
」三
重
塔
の

前
で
開
催
さ
れ
た「
平
成
30
年
子

泣
き
相
撲
」。
遠
く
は
東
京
都
か

ら
の
参
加
が
あ
り
、
1
5
7
組

（
3
1
4
人
）の
取
組
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
朝
方
氷
点
下
ま

で
冷
え
込
む
ほ
ど
の
寒
さ
で
し

た
が
、
順
番
待
ち
の
先
頭
に
並

ん
だ
参
加
者
は
、
な
ん
と
前
日

の
午
後
９
時
。
そ
ん
な
参
加
者

も
い
る
な
か
、
会
場
は
寒
さ
に

負
け
な
い
く
ら
い
の
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鉢
巻
を
締
め
、
法
被
に
身
を

包
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
が
登
壇
す
る

と
、
行
司
の「
泣
い
た
が
勝
ち
よ
、

は
っ
け
よ
い
」の
合
図
で
取
組
開

始
。
早
速
泣
き
始
め
る
赤
ち
ゃ

ん
や
、
両
方
と
も
泣
か
ず
引
き

分
け
に
終
わ
る
取
組
も
あ
り
、

会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
来
場

者
は
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る

名
勝
負
の
数
々
に
大
き
な
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
無
料
で
ぜ

ん
ざ
い
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
や
応
援
に
駆
け
付
け
た

皆
さ
ん
の
冷
え
た
体
を
温
め
ま

し
た
。

勝
負

“
“

２月３日、最教寺奥の院で「平成30年子泣き相撲」が開催されました。
先に泣いたほうが勝ちという珍しい取組に、全国各地から1歳前後の赤ちゃんが集結。

熱い戦いが繰り広げられました。その模様を取材しましたのでお伝えします。

子泣き相撲
平成30年

１_泣いて勝負あり、東の勝ち／２_取

組に多く観客が注目／３_泣かないで

行司を見つめる赤ちゃん／４_控え室

も大混雑／５_我が子をカメラに収める

お父さん／６_多くの観客でごった返

す／７_受付に長蛇の列ができる／８_

最教寺奥の院の三重塔／９_泣いた赤

ちゃんをやさしく見つめる呼び出し／

10_ぜんさいコーナーで暖をとる参加

者／11_子どもが泣いて親は大喜び

２
１

11８７６３
10

９

５

４

は
っ
ぴ



　
２
月
18
日
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中

ホ
ー
ル
で「
平
成
29
年
度
平
戸
市
表
彰

式
」が
開
催
さ
れ
、
89
人
、
７
団
体
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。　

　
地
方
自
治
や
産
業
の
振
興
、
社
会
福
祉
、

防
犯
防
災
な
ど
、
市
政
推
進
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
48
人
と
１
団
体
に
市
民
表

彰
。
ま
た
、
景
観
の
保
存
・
形
成
に
貢

献
さ
れ
た
２
法
人
に
景
観
表
彰
。
青
少

年
の
健
全
育
成
や
社
会
教
育
の
発
展
な

ど
に
貢
献
し
た
15
人
と
３
団
体
に
教
育

委
員
会
表
彰
。
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

寄
与
し
た
24
人
と
３
団
体
に
ス
ポ
ー
ツ

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　

◎
地
方
自
治
功
労 

　
　

　
川
上　
茂
次

　
住
江　
髙
夫

　
松
山　
定
夫

　
松
﨑　
義
昭

　
平
石　
博
德

　
松
瀨　
清

　

今
村　
國
男

　
立
石　
傳
太
郎

◎
社
会
福
祉
功
労

　
立
石　
惠
美
子

　
山
田　
栽
温

　
川
上　
武
夫

　
岡
田　
直
子

　
小
﨑　
孝

　
山
本　
善
則

　
小
田　
勇

　
宮
木　
節
子

　
山
田　
豊
恒

　

今
村　
慶
子

　
柴
山　
豊
美

　
大
石　
嗣
男

　
大
久
保　
ひ
ろ
子

　
太
田　
正
喜

　
濵
﨑　
保
久

◎
産
業
功
労

　
赤
木　
哲
也

◎
教
育
文
化
功
労

　
永
松　
義
博

根
獅
子
町

生
月
町

生
月
町

田
平
町

猪
渡
谷
町

大
久
保
町

田
平
町

新
町

新
町

大
石
脇
町

宝
亀
町

鮎
川
町

志
々
伎
町

生
月
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

田
平
町

野
子
町

大
川
原
町

田
平
町

田
平
町

根
獅
子
町

田
平
町

福
岡
県
久
留
米
市

　
柿
添　
圭
嗣

　
青
山　
茂
良

◎
交
通
安
全
功
労

　
栁
本　
政
夫　

　
出
口　
康
介

　
佐
々
木　
裕
子

　
濵
﨑　
保
久

◎
防
犯
防
災
功
労　

　
末
永　
英
喜

　
石
田    

実

　
牧
山  

茂
人

　
山
下  

繁
信

　
吉
田  

良
祥

　
金
子  　
証

　
小
楠  

充
信

　
山
内  

英
雄

　
岩
永  

博
之

　
長
嶋  

浩
美

　
福
畑  

敏
光

　
赤
木  

政
幸

　
三
末  

勇
人

　
村
井  

幸
信

　
末
吉  

清
彦

　
田
口  

増
巳

◎
人
命
救
助

　
中
里　
義
秋

◎
団
体
優
良

　

Team

大
島
18（
大
島
中
）

◎
保
存
景
観　

　
（
株
）つ
た
や
総
本
家

市
民
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

　
篠
屋

◎
社
会
教
育
功
労

　
近
藤　
孝
子

　
北
川　
信
千
穗

◎
社
会
体
育
功
労

　
米
倉　
初
代

　
濱
道　
昌
浩

　
浦
添　
政
広

　
大
浦　
あ
ゆ
み

　
小
川　
益
見

◎
文
化
功
労

　
岡
村　
幸
夫

　
松
本　
博

　
豊
永　
完
治

◎
学
校
教
育
功
労

　
柿
添　
由
美
子

◎
文
化
功
労（
一
般
の
部
）

　
本
川　
誠

◎
学
校
文
化
活
動
等
表
彰

　
小
山　
晴
華

　
川
上　
真
衣

　
猶
興
館
高
図
書
委
員
会

　
中
村　
彩
乃

◎
学
校
文
化
活
動
特
別
表
彰

　
北
松
農
業
高
動
物
科
学
部

　
平
戸
高
吹
奏
楽
部

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

　
坂
井　
滉

　
末
永　
侑
乃

　
久
富　
暉
竜

　
上
村　
龍
我

　
破
戸　
崚
佑

　
道
添　
禮
心

　
増
山　
美
羽

　
道
添　
妃
萌

　
野
口　
清
之

　
田
中　
達
也

　
長
崎　
翔
栄

　
森
本　
颯
斗

　
桝
屋　
良
輔

　
田
渕　
龍
馬

　
中
山　
直
秀

　
大
島　
彩
海

　
福
田　
真
生

　
松
浦　
ゆ
う
き

　
立
石　
拳

　
永
田　
璃
紗

　
馬
渡　
元
樹

　
井
元　
健
人

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

　
平
戸
市
空
手
道
協
会 

　
平
戸
市
相
撲
連
盟 

　
中
部
中
学
校
剣
道
部 

◎
体
育
功
労（
個
人
）

　
山
下　
芳
生

　
川
本　
満
夫

※

受
賞
し
た
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

　
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

市民表彰受賞者

スポーツ表彰受賞者教育委員会表彰受賞者

鏡
川
町

戸
石
川
町

大
久
保
町

築
地
町

鏡
川
町

根
獅
子
町

田
平
町

大
島
村

生
月
町

生
月
町

生
月
町

生
月
町

生
月
町

田
助
町

鏡
川
町

岩
の
上
町

度
島
町

度
島
町

宝
亀
町

大
島
村

大
島
村

大
島
村

鏡
川
町

大
島
村

木
引
田
町              

崎
方
町　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
大
山
町

赤
松
町

獅
子
町

田
平
町

田
平
町

大
島
村

宝
亀
町

大
島
村

川
内
町

生
月
町

岩
の
上
町

生
月
町

津
吉
小
６
年

猶
興
館
高
２
年

猶
興
館
高

北
松
農
業
高
３
年

猶
興
館
高
教
諭

猶
興
館
高
３
年

京
都
外
大
西
高
２
年

平
戸
小
６
年

山
田
小
５
年

平
戸
小
３
年

山
田
小
３
年

平
戸
小
１
年

生
月
中
教
諭

佐
世
保
特
別
支
援
高
教
諭

北
松
農
業
高
３
年

猶
興
館
高
２
年

田
平
南
小
６
年

生
月
小
３
年

岩
の
上
町

長
崎
明
誠
高
３
年

長
崎
東
高
３
年

平
戸
中
３
年

島
原
中
央
高
３
年

生
月
小
４
年

鎮
西
学
院
高
３
年

鏡
川
町　
　

 

　
　

 

大
野
町

生
月
町

（
敬
称
略
）

平
戸
市
表
彰
式

平
成
29
年
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
。

そ
の
功
績
を
讃
え
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

景
観
表
彰
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本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

刊
新
の
め
す
す
お12

私のまちの
宝探し

のような世界遺産に関係する宝と合
わせて春日の魅力を発信していきた
い」と話してくれました。春日の棚田を
見守る人形岩は、今後も町の大切な
宝のひとつとして、地域の人たちに語
り継がれていくことでしょう。
　春日町では、平成20年から宝探し
の取り組みを始めて、専門家の力を
借りながら宝を磨き、生かす取り組み
を続けてきました。その結果、その宝
の一部が世界遺産の価値を語る上で
重要な要素になりました。世界遺産に
直接関連がなくとも、私たちが住む町
には、人に自慢できる多くの宝があり、
それらは次世代に「つたえつなぐ」べき
大切な宝だと思います。世界遺産登
録を契機に再度私たちが住む町を見
つめ直してみてはいかがでしょうか。

　今年7月ごろの世界文化遺産登録
を目指す「長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産」の候補地である春日
町では、案内所が1月中旬にプレ
オープンし、地域の人たちが試行錯
誤しながら来訪者をお迎えしています。
　春日を訪れた人たちの見どころのひ
とつになっている棚田を、古くから見
守ってきたのが「人形岩」と呼ばれる
巨石です。絶妙なバランスで立ち、
今にも落ちてきそうなこの人の姿をし
た岩は、江戸時代の絵図にも「カグメ
石」という名で描かれています。
　春日町のまちづくり協議会会長の寺
田さんは「落ちない岩として、受験生
が拝みに来たこともあった。町の宝を
どのように活用し、活力につなげてい
くかはアイディア次第。今後も納戸神

寺田　一男さん
春日町

このコーナーでは、地域
に眠る小さなお宝を紹介
します。

春日の「人形岩」（春日町）

落ちそうで落ちない人形岩

文化交流課文化遺産班　☎内線2278問

  てらだ　　　 かずお

　冬の代表的な料理クリーム煮
ですが、シチューの素やホワイ
トソースがなくても簡単に作る
事ができます。生姜を利かせた、
いつもと違うクリーム煮をご家
庭で。ベーコンを鶏肉やウイン
ナーに変えても美味いですよ。 白石　君江 さん

生月支部　とびうお会　

いつもと一味違う
　　　　クリーム煮です

【材料（４人分）】

『中華風白菜のクリーム煮』

各地域の食生活改善推進員が紹介します！

今月のレシピ
保健センター健康づくり推進班　☎57-0977問

無塩バター・・・・・大さじ２
小麦粉・・・大さじ１と１/２
牛　乳・・・・・・・・・300cc
鶏がらスープの素・・大さじ1

白　菜・・・・・・ 200ｇ 
しめじ ・・・・・　１/２袋
人　参 ・・・・・ １/４本
ベーコン・・・・・・　４枚
生　姜・・・・・・・　 少々

【作り方】

【栄養（１人分）】

白菜は茎と葉に分け、食べやすい大きさに切る。人参は3cm
程の短冊切り、しめじは小房に分ける。ベーコンは2cm幅に切る。
生姜はみじん切りにする。
フライパン(または鍋)に無塩バターを入れ中火で白菜の茎、人参、
しめじ、生姜を炒める。しんなりしてきたら、ベーコンも炒める。
小麦粉を加え粉っぽさがなくなるまで炒める。
牛乳を少しずつ加え、だまにならないようにする。白菜の葉も
加える。葉がしんなりしてきたら、鶏がらスープの素を加える。
全体にとろみがつけば出来上がり。

●カロリー210Kcal●蛋白質６.８g●脂質15.６g●塩分１.４ｇ
●カルシウム125mg

３

４

２

１

しらいし          きみえ
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『大根はエライ』
文・絵／久住　昌之
出版社／福音館書店

『こうすればきみも
　　　　　話せる １』
出版社／岩崎書店

『超ＡＩ時代の生存戦略』
著／落合　陽一
出版社／大和書房

『はたらく くるま』
作／バイロン・バートン
訳／あかぎ　かずまさ
出版社／ポプラ社

『月刊 おりがみ No.511』『葛飾北斎
　本当は何がすごいのか』 出版社／日本折紙協会
著／田中英道
出版社／育鵬社

今月の休館日　永田記念図書館：６日（火）、13日（火）、20日（火）、25日（日）、27日（火）

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207
大島村公民館図書室 ☎55‐2511

平戸図書館 ☎22‐4017

永田記念図書館 ☎28‐0128

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月図書室 ☎53‐2111

図書館ホームページ
http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

開催時間
各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

会　場 主なイベント

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～
９日（金） 午前10時30分～
14日（水） 午前10時30分～

10日（土）・22日（木）　午後２時～

31日（土） 午後７時～

18日（日） 午前10時30分～
毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）
赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）
初心者のための紙芝居講座
「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『パンと恋と夢』（イタリア：91分）

ライブラリーコンサート（COLAS平戸ホール）
今月は、三味線浅野社中と尺八竹友会の皆さんに
よる演奏会です

講演会「アーサー・ビナード  スズキコージ対談」
おはなし会　（ふれあいセンター児童室）永田記念図書館

　いろんな料理にあう薬味に
なったり、煮るものによって
おいしさが変わる大根。人気
も実力もあるのに、えらそう
に見えない大根のすごさに
迫った絵本です。

　人前で上手に話すために
はどうしたらいいだろう？
悩んでいる子どもたちのた
めに、イラストを交え話し
方をわかりやすく解説した
本。自己紹介やスピーチの
参考にいかがでしょう？

　車にはいろんな種類があり
ます。ブルドーザーやロー
ラーなどが、どんな働きをす
るのかシンプルにわかりやす
く描かれた絵本。色鮮やかで
力強い絵が、子どもたちを引
き付けます。

　未来への漠然とした不安を
抱える人に、気鋭の若手科学
者が書き下ろした最新刊。超
ＡＩ時代を生き抜いていくた
めに必要なスキルやマインド
セットなどを解説します。

　今や折り紙という言葉は世
界の共通語ORIGAMIとなり、
各国に折り紙を楽しんだり、
研究したりするグループがい
くつもあります。今月号では
「ひなまつり」をテーマとした
折り紙について特集していま
す。

　写楽＝北斎説を提唱する著
者が、写楽という時代を経た
ことで北斎の絵がどのような
変化を遂げたのか、そしてそ
の絵が世界にどのような影響
を及ぼしたのか。北斎の何が
すごいのかを、知られざる実
像とともに紹介します。

にんぎょういわ
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平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　   

　
　
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
内
線
2
5
8
6

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！ ―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問
ＶＯＬ．
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活 動 日／毎週土曜　
　　　　　午前10時～午前11時15分
活動場所／崎方公会堂
対 象 者／崎方地区住民
代　　表／米倉　富美枝
連 絡 先／ 23ー 8184

崎方じゃがたら

米倉　富美枝さん
（崎方町）

代表

　参加者の皆さんは毎週の集まりをとても楽
しみにしていて、少しずつ新しい参加者も入っ
てきています。「二の腕がたるんでだらんとし
ていたけど、平戸よかよか体操をしたら引き締
まったよ」「骨盤の筋肉が鍛えられて尿漏れが
改善したみたい」「お腹周りが締まってメタボ解
消につながったみたい」など個人差はあります
が、参加者から体操をして良かったという話
が聞かれ、大変嬉しく感じています。
　私自身も、体調も良く、体操を続けることは
とても良いことなんだと実感しているところで
す。いつまでも若 し々く美しく健康でいられる
ために皆さんと一緒に頑張っていきます。

 よねくら　　　  ふみえ

　崎方地区では、自治会関係者の協力を得て、平成29年３月に「崎方
じゃがたら」を立ち上げました。毎週10人程度集まり、平戸よかよか
体操を行っています。
　最近では「デイサービスさるく」の指導員が月2回会場に来て、脳を
刺激するゲームや体操を教えてくれます。参加者の多くが商店街の人
たちなので、朝早くから商売をしているためゆっくりみんなで過ごす
ことはできませんが、受付や血圧測定時の待ち時間に、1週間の近況報
告を話しあったりするなど、何気ない会話をして互いに元気エネル
ギーをもらっています。

「崎方じゃがたら」

『
若
年
層
に
増
え
る
相
談
』

　
と
会
っ
て
い
る
様
子
。

・
帰
宅
後
も
１
日
中
ス
マ
ホ
を
い

　
じ
っ
て
お
り
、
寝
坊
が
多
い
。

・
大
学
入
学
時
に
で
き
た
友
人
か

　
ら
儲
け
話
し
を
持
ち
か
け
ら
れ

　
て
い
る
。

・
友
人
に
投
資
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
儲
け

　
る
か
ら
と
購
入
を
勧
め
ら
れ
て

　
い
る
。

・
繁
華
街
で
芸
能
界
に
興
味
は
な

　
い
か
と
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
が
、

　
よ
く
聞
く
と
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ

　
へ
の
勧
誘
だ
っ
た
。

・
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
か
と
街
で

　
声
を
掛
け
ら
れ
、
付
い
て
行
く

　
と
高
額
な
エ
ス
テ
の
契
約
を
さ

　
せ
ら
れ
た
。

　　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
対
応
せ
ず
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
い
よ
い
よ
入
学
・
卒
業
シ
ー
ズ

ン
に
入
り
、
新
生
活
の
準
備
を
始

め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
時
期
に
若
年
者
か
ら
の
相
談
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
具
体
的
な
事
例
を

中
心
に
増
加
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

・
入
学
と
同
時
に
、
ス
マ
ホ
を
契

　
約
、
利
用
か
ら
２
〜
３
カ
月
後

　
に
突
然
高
額
な
利
用
料
の
請
求

　
が
き
た
。

・
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利

　
用
し
て
高
額
な
ゲ
ー
ム
課
金
を

　
し
て
い
た
。

・
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス

　
し
て
、
高
額
な
請
求
を
受
け
て

　
い
る
。

・ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
で
見
知
ら
ぬ
人

市民課市民総合相談室　☎内線2530問

市民総合
相談室

「市民総合相談室」から身近な情報をお届け

文化交流課交流推進班　☎内線2269

董　海燕
（ドン・ハイヤン）
（中国出身）

vol.10
『
松
　
・
　
竹
　
・
　
梅
』

問

は
ど
ん
な
に
厳
し
い
時
世
で
も
自

分
を
曲
げ
な
い
、
屈
し
な
い
と
い

う
気
高
さ
、
強
さ
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
多
く
の
文
人
の
水
墨
画
や
漢

詩
に
も
登
場
し
ま
す
。

　
そ
の「
松
竹
梅
」が
中
国
か
ら

日
本
に
伝
わ
っ
た
の
が
平
安
時
代

と
い
わ
れ
、
現
在
で
は「
め
で
た

い
も
の
」と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

捉
え
方
は
中
国
と
違
い
ま
す
が
、

確
か
に
縁
起
が
い
い
と
中
国
人
と

し
て
納
得
で
き
る
気
も
し
ま
す
。

　
文
化
の
交
流
と
い
う
の
は
実
に

面
白
い
も
の
で
、
生
ま
れ
た
環
境

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
育
っ
た
環

境
に
よ
っ
て
は
全
く
違
う
文
化
と

し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
冬
は
特
に
寒
か
っ
た
の

で
、
こ
の
冬
を
共
に
乗
り
越
え
た

私
た
ち
も
歳
寒
の
友
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
正
月
に
食
べ
た
か
ま
ぼ
こ
を
ふ

と
思
い
出
し
ま
し
た
。
周
り
が
ピ

ン
ク
で
真
ん
中
が
白
の
か
ま
ぼ
こ

に
緑
の
模
様
で
、
こ
の
模
様
は
何

で
す
か
と
日
本
の
友
達
に
尋
ね
た

ら「
松
竹
梅
で
す
よ
。
縁
起
物
だ

か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
不
思

議
に
思
っ
た
私
の
顔
を
見
て「
松

竹
梅
は
中
国
か
ら
来
て
い
る
で

し
ょ
う
？
縁
起
物
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
友
達
が
尋
ね
ま
し
た
。
私
は
首

を
傾
げ「
縁
起
物
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
で
す
ね
」と
答
え
ま
し
た
。

　
実
は
、
中
国
で
は「
松
竹
梅
」

と
い
う
と
、
よ
く
冬
を
連
想
さ
せ

ま
す
。
松
と
竹
は
寒
中
に
も
緑
を

保
ち
、
梅
は
寒
中
に
花
を
開
く
こ

と
か
ら
、
古
く
か
ら「
歳
寒
三

友
」（
寒
い
冬
と
い
う
季
節
に
友
と

す
べ
き
三
つ
の
も
の
）と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
な
い
性
質

你好（ニーハオ）！平戸

国際交流員

国際交流員
の日記

さ
い
か
ん
さ
ん

ゆ
う



悩みを抱えている人のための
サポートサイトもあります。
「みんなの情報交差点カチッ！」
（http://www.joho-kachi.jp/）
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。
特定健診やがん検診などの日程は、各世帯に配布している「健康カレンダー」をご覧ください。

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0789

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

27-0222

53-1759

53-0835

53-0496

53-1079

28-0174

28-0156

27-0475

27-1084

27-0333

57-1943

22-2244

22-2810

22-3360

22-2575

やよいプレイランド

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

津吉保育園

よちよちクラブ

エンゼルルーム

めばえ広場

生月認定こども園

ライオン広場

とーわっこ

中津良保育所

堤保育園

小鳩保育園

トコトコ

あいちゃん広場

子育てエレン.Ｃ

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：やよい幼稚園）

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（南部：津吉保育園）

（生月：山田児童館）

（生月：山田幼稚園）

（生月：めばえ保育園）

（生月：生月認定こども園）

（中部：獅子保育所）

（中部：東和愛児園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩保育園）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：平戸幼稚園）

（北部：潮香保育園）

（北部：みのり保育園）

連絡先施設名

保健センター　☎57-0977問

ところ 種類および受付時間日にち

３月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸市福祉保健センター(田平町）

生月支所(生月町)

COLAS平戸（未来創造館）

大島村公民館（大島村）

平戸市福祉保健センター(田平町）

３月１日（木）

３月２日（金）

３月６日（火）

３月８日（木）

３月14日（水）

乳

乳母

12：30～12：45

　　12：45～13：15

　　９：30～10：00　　　13：00～13：30

12：30～13：00　　　　　13：00～13：30

12：30～12：45

妊

妊 妊婦健康相談 ３３歳児健診乳 乳児健診母子健康相談母 １１歳６ヶ月児健診

住　所

57-2155

23-2151

22-2344

57-2155

23-2151

連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問３月の休日当番医

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市浦の町737番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

青洲会病院

柿添病院

北川病院

青洲会病院

柿添病院

３月４日（日）

３月11日（日）

３月18日（日）

３月21日（祝・水）

３月25日（日）

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

今月の
特ダネ

自殺について考える～３月は自殺予防月間です～

　平成18年10月に施行された自殺対策基本法
は平成28年に改正され、平成29年７月に政府は
推進すべき自殺対策の指針である、自殺総合対
策大綱について閣議決定しています。
　国の自殺者数の年次推移は減少傾向にあり、
着実な成果を確認する一方、自殺者数が毎年２万
人を超えており、非常事態はいまだ続いていて楽
観視できる状況にはありません。
　今回の自殺総合対策大綱には、国、地方公共
団体、民間企業、国民それぞれの役割について
明記されており、国民の役割として、以下のこと
に主体的に取り組むことが示されています。

　上記の図より、自殺に至った人の「危険要因
（原因）」で一番多いのは「健康問題」ですが、危
険要因は単一ではなく、平均４つの要因を抱えて
いると言われています。危険要因が複数重なると、
自殺に追い込まれる可能性も高くなりますが、危
険要因を１つでも減らすことで、自殺のリスクも
減らすことにつながります。
　悩みを一人、家族だけで抱え込まないでくださ
い。誰にも話せないことを話せる場所があります
ので気軽にご連絡ください。

３

３

福祉課障害福祉班　☎内線2566問

３月の健康テレフォンプログラム

月　曜

火　曜

水　曜

木　曜

金　曜

土曜・日曜

内　容曜　日
クラミジア呼吸器感染症「オウム病」にご用心

寝ちがえ

小児の救急シリーズ？脱水

ひび割れ、あきぎれの原因と対策について

パニック障害について

萎縮性膣炎

※フリーダイヤル  ☎0120-555-203 ( 携帯不可 )
※携帯電話　　     ☎095-826-5511
●祝日は前日のテープが流れます。
●午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容のテープ   
　が３分間流れます。
　　  お問い合わせ先　長崎県保険医協会　☎095-825-3829

３月の認知症の人と家族のつどい

 13：30～ 15：30３月１日（木） 平戸市未来創造館
ＣＯＬＡＳ平戸

日にち 時　間 ところ

福祉課地域包括支援センター　内線☎2586問

１

１

３１

＜自殺の原因＞

①自殺対策の重要性の理解と関心を深める
②自らまたは周囲の人の心の不調に気づき、適
　切に対処することができるようにする
③自殺に追い込まれるという危機は「誰にでも
　起こりうる危機」でありその場合、誰かに援
　助を求めることが適当であることを理解する

相談内容

こころの健康相談

消費生活のトラブル
（借金・多重債務）

相談内容
県北保健所
福祉課障害福祉班
県消費生活センター
平戸市消費生活センター

電話番号
57－3933
内線２５６６

095－824－0999
内線２５３０

受付時間など
9：00～17：45（平日）
８：３0～17：１5（平日）
9：00～17：00（平日）
８：３0～17：１5（平日）

119

29 22
７ ２

45
33

130

110

90

70

50

30

10

（人数）

経
済・生
活
問
題

健
康
問
題

家
庭
問
題

勤
務
問
題

男
女
問
題

学
校
問
題

そ
の
他

平成28年長崎県ﾃﾞｰﾀ
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※

注
意　
入
居
決
定
後
に
入

　
　
居
を
辞
退
す
る
こ
と
が
な
い

　
　
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し

　
　
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
　
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
２
８
７
）

　
　
　

　
○
対
象
者　
高
校
・
高
専
・
専
修
・

　
短
大
・
大
学
に
進
学
予
定
、
ま

　
た
は
在
学
中
で
、
保
護
者
が
市

　
内
に
居
住
し
て
お
り
、
経
済
的

　
理
由
か
ら
修
学
が
困
難
で
あ
る

　
と
認
め
ら
れ
る
人

　

※

ほ
か
の
奨
学
制
度
か
ら
の
貸

　
　
与
を
受
け
て
い
る
人
は
、
対

　
　
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
貸
与
金
額

　
▼
高
校（
国
公
立
）１
万
２
千
円

　
　
（
月
額
）

　
▼
高
校（
私
立
）２
万
４
千
円

　
　
（
月
額
）

　
▼
高
専
・
専
修

　
　
（
自
宅
）１
万
２
千
円
〜
３
万

　
　
円（
月
額
）

　
　
（
自
宅
外
）１
万
２
千
円
〜
４

　
　
万
円（
月
額
）

　
③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

　
　
こ
と

　
④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同

　
　
居
人
を
含
む
）

　
⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い

　
　
て
は
、
同
居
ま
た
は
同
居
予

　
　
定
の
親
族
が
い
る
こ
と

　

※

単
身
者
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　
宅
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
り

　
　
ま
す（
高
齢
者
、
障
が
い
者

　
　
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　
①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

　
　
（
平
成
28
年
分
）

　
②
納
税
証
明
書

　
③
住
民
票
謄
本

　

※

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で

　
　
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
　
人
は
、
個
人
番
号（
マ
イ
ナ

　
　
ン
バ
ー
）提
供
に
よ
り
添
付

　
　
書
類
の
提
出
が
省
略
で
き
ま

　
　
す
。

○
選
考
方
法　
募
集
戸
数
を
超

　
え
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
抽
選

　
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　
抽
選
会
は
、
３
月
31
日（
土
）

　
た
び
ら
活
性
化
施
設
研
修
室
で

　
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

　
　
該
当
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

　　　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込

書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市

計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
10
戸（
20
戸
）

　
①
平
戸
地
区　
６
戸（
０
戸
）

　
②
生
月
地
区　
２
戸（
17
戸
）

　
③
田
平
地
区　
２
戸（
３
戸
）

　

※

（　
）内
の
戸
数
は
随
時
募

　
　
集
の
数
で
す
。

　

※

１
月
募
集
で
応
募
の
な
か
っ

　
　
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時

　
　
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　
３
月
９
日（
金
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
（
必
着
）

○
申
込
資
格　
原
則
と
し
て
、
次

　
の
す
べて
の
要
件
を
満
た
し
て
い

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行

　
　
令
に
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で

　
　
あ
る
こ
と

　
②
住
宅
に
困
って
い
る
こ
と
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公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す

平
戸
斎
場
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

平
成
30
年
度
平
戸
市
奨
学

資
金
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す

第
２
次
平
戸
市
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画（
案
）の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見

募
集
）を
実
施
し
ま
す

募
　
　
集

３
館
合
同
特
別
企
画
展

「
ふ
る
さ
と
懐
古
巡
り
展
」

を
開
催
し
ま
す

　
▼
短
大
・
大
学

　
　
（
自
宅
）３
万
円（
月
額
）

　
　
（
自
宅
外
）４
万
円（
月
額
）

　
▼
就
学一時
金　
30
万
円（一括
）

　

※

大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
専

　
　
修
学
校
に
限
る
。

○
募
集
期
限　
４
月
27
日（
金
）

○
貸
与
期
間　
正
規
の
最
短
修
業

　
年
限
の
期
間
、
貸
与
し
ま
す
。

　

※

休
学
し
た
と
き
な
ど
の
期
間

　
　
は
貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

○
返
還
期
間　
貸
与
期
間
満
了
の

　
月
の
翌
月
か
ら
据
え
置
き
期
間

　
を
１
年
以
内
と
し
、
10
年
以
内

　
の
期
間
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、

　
年
賦
、
ま
た
は
全
額一括
返
還
と

　
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
産
業
後
継
者
と
し
て

　
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
奨
学
金

　
の
返
還
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

◎
問
　
教
育
総
務
課

　
　
　
　
（
☎
内
線
５
０
３
２
）

　
火
葬
業
務
の
集
約
化
に
伴
い（
大

島
地
区
を
除
く
）平
戸
斎
場
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
勤
務
地　
平
戸
斎
場（
平
戸
市

　
深
川
町
）

○
業
務
内
容　
①
火
葬
業
務
お
よ

　
び
施
設
管
理
な
ど
②
受
付
ほ
か

　
事
務
補
助
な
ど

○
募
集
人
員　

 

①
１
人
②
１
人

○
資
格　
　
普
通
自
動
車
運
転
免

　
許
を
所
有
し
て
い
る
人

○
雇
用
条
件　
　

　
▼
雇
用
形
態
①
非
常
勤
嘱
託
職

　
　
員
②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員 

　
▼
雇
用
期
間　
４
月
１
日（
日
）

　
　
〜
平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

　
　
（
継
続
更
新
あ
り
）

　
▼
賃
金　
①
月
額
16
万
４
，
２

　
　
０
０
円（
別
途
、
賞
与
・
交

　
　
通
費
支
給
）②
時
給
８
０
０

　
　
円（
別
途
、
交
通
費
支
給
）

　
▼
勤
務
日
数　
月
20
日
程
度（
有

　
　
給
休
暇
あ
り
）

　
▼
勤
務
時
間　

①
午
前
８
時
30

　
　
分
〜
午
後
５
時
②
午
前
９
時

　
　
〜
午
後
３
時（
時
間
調
整
有
）

　
▼
休
日　
週
２
日

○
募
集
期
限　
３
月
23
日（
金
）

○
選
考
方
法　
書
類
選
考
・
面
接

○
応
募
方
法  

市
役
所
指
定
の
臨

　
時
職
員
登
録
申
込
書（
市
役
所

　
本
庁
、
各
支
所
、
各
出
張
所
に

　
あ
り
ま
す
）ま
た
は
市
販
の
履
歴

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市

　
民
課
生
活
環
境
班
ま
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
　
市
民
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
５
２
６
）

　　　
平
成
30
年
度
か
ら
10
カ
年
の
計

画
と
し
て
、
ま
ち
の
将
来
像
と
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
第
２
次

平
戸
市
総
合
計
画
」の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
平
成
29
年
12
月
に
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
示
し
た

「
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
基
本
構
想
を
元
に
平

成
30
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
取
り

組
み
な
ど
を
示
す「
前
期
基
本
計

画（
案
）」を
公
表
し
、
皆
さ
ん
の

意
見
・
提
案
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を
実
施

し
ま
す
。

○
名
称　
第
２
次
平
戸
市
総
合
計
画

○
趣
旨　
平
戸
市
が
目
指
す
ま
ち

　
の
未
来
像「
夢
あ
ふ
れ
る 

未
来

　
の
ま
ち 

平
戸
」を
実
現
す
る
た

　
め
に
必
要
と
な
る
施
策
を
体
系

　
的
に
示
し
た「
前
期
基
本
計
画
」

　
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

　
反
映
さ
せ
た
計
画
と
す
る
た
め

　
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　
３
月
２
日（
金
）〜

　
30
日（
金
）

○
入
手
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
市
企
画
財

　
政
課
、
情
報
公
開
室
・
各
支
所
・

　
各
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
提
出
方
法

　
①
企
画
財
政
課
・
各
支
所
・
各

　
　
出
張
所
の
窓
口
へ
直
接
提
出

　
②
郵
便

　
　
〒
８
５
９-

５
１
９
２

　
　
企
画
財
政
課
企
画
統
計
班

　
③
電
子
メ
ー
ル

　
　

  seisakukikaku@city.hirado.lg.jp

　
④
Ｆ
Ａ
Ｘ　
22‐

２
２
２
６

◎
問
　
企
画
財
政
課
企
画
統
計
班

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
３
３
５
）
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○
と　
き　
４
月
27
日（
金
）〜

　
29
日（
日
）

○
行　
程　

　
▼
１
日
目　
台
北
視
察

　
▼
２
・
３
日
目　
台
中
視
察
・

　
　
鄭
成
功
文
化
節
式
典（
台
南
）

　
　
な
ど
へ
参
加

○
募
集
人
員　
25
人（
先
着
順
）

○
募
集
期
限　
３
月
31
日（
土
）

○
参
加
条
件　
訪
問
終
了
後
に
ア

　
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。

○
旅
行
代
金　
９
万
４
，
４
０
０
円

　

※

平
戸
市
民
で
な
い
人
の
参
加

　
　
費
は
11
万
４
，
４
０
０
円（
２

　
　
人
部
屋
利
用
）

　

※

旅
行
代
金
以
外
に
、
旅
券

　
　
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）を
お
持
ち
で

　
　
な
い
人
は
、
取
得
に
か
か
る

　
　
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ（
23‐

８
６
０
１
）で
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

◎
問　
平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
22
‐
３
０
６
０
）

　　
国
税
庁
で
は
、
平
成
30
年
度
の

国
税
専
門
官
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

○
試
験
日　

　
▼
第
１
次
試
験
６
月
10
日（
日
）

　
▼
第
２
次
試
験
７
月
11
日（
水
）

　
　
〜
19
日（
木
）

○
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

○
受
験
資
格

　
▼
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
　
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　
▼
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生

　
　
ま
れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
　
①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ

　
▼
講
演
会　
健
康
お
笑
い
ラ
イ

　
　
ブ「
楽
し
く
笑
って
健
康
に
！
」

　
　
【
講
師
】　
健
康
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
都
知
木 

睦
氏

　
▼
イ
ベ
ン
ト　
田
助
ハ
イ
ヤ
節
・

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
コ
ン
ク
ー

　
　
ル
表
彰
式
・
ダ
ン
ス
・
バ
ザ
ー

　
　
な
ど

　
▼
各
種
コ
ー
ナ
ー　
手
作
り
散

　
　
ら
し
寿
司
・
炭
火
焼
鳥
・       

　
　
た
こ
焼
き
・
花
苗
な
ど
販
売

　
　
コ
ー
ナ
ー
あ
り

○
参
加
費　
無
料（
ど
な
た
で
も

　
参
加
で
き
ま
す
）

　

※

参
加
者
全
員
に
景
品
が
当
た

　
　
る
お
楽
し
み
抽
選
会
あ
り

◎
問　
平
戸
市
社
会
福
祉
協
議

　
会

　
（
☎
22
‐
２
１
８
０
）

　

　
　
　
び
平
成
31
年
３
月
ま
で
に

　
　
　
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
　
　
の
人

　
　
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人

　
　
　
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　
　
　
認
め
る
人

○
申
込
方
法　
受
験
案
内
を
確

　
認
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
間　
３
月
30
日（
金
）

　
〜
４
月
11
日（
水
）

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
平
戸
税
務
署
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
募
集
内

容
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

◎
問　
平
戸
税
務
署

　
（
☎
23
‐
２
１
３
１
）

　
○
と
き　
３
月
11
日（
日
）午
前

　
９
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
大
ホ
ー
ル
）

○
内
容　

資
格
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
、
万
が

一病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
は
障
害
年
金
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年

の
３
月
ま
で
で
、
申
請
は
毎
年
度

必
要
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
年
金

　
手
帳
、
印
か
ん
、
免
許
証
な
ど

　
の
身
分
証
明
書
、
学
生
証
の
写

　
し
ま
た
は
在
学
証
明
書（
申
請

　
年
度
の
４
月
以
降
に
発
行
し
た

　
も
の
）

○
受
付
窓
口　
住
民
票
を
登
録

　
学
生
の
皆
さ
ん
も
20
歳
に
な
っ

た
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
は
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付

特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す

お
知
ら
せ

ち
ょ
こ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
平
戸
を
元
気
に
！「
平

戸
き
ら
っ
と
ま
つ
り
」の
開

催
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
し
て
い
る
市
町
村
の
国
民
年
金

　
窓
口
ま
た
は
、
在
学
し
て
い
る

　
大
学
な
ど
が
学
生
納
付
特
例

　
事
務
法
人
の
指
定
を
受
け
て
い

　
る
場
合
は
そ
の
窓
口

　
な
お
、
平
成
29
年
度
に
保
険
料

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
ハ

ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在

学
す
る
場
合
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ

と
で
、
申
請
手
続
き
が
完
了
し
ま

す
。

◎
問　
市
民
課
国
保
年
金
班

　
（
☎
内
線
２
５
９
２
）

　
３
月
１
日
〜
７
日
ま
で
、
全
国

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
各
家
庭
で
火
災
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
環

境
や
習
慣
づ
く
り
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
、

火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

[

住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト]

（
習
慣
）

　
○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

　
　
ま
し
ょ
う
。

　
○
暖
房
器
具
の
周
り
に
は
、
燃

　
　
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

　
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に

　
　
ホ
コ
リ
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
、

　
　
定
期
的
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

（
対
策
）

　
○
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

　
　
置
し
ま
し
ょ
う
。（
義
務
）

　
○
有
効
な
初
期
消
火
の
た
め
に
、 

　

   

消
火
器
の
設
置
を
お
勧
め
し

　
　
ま
す
。

　
○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　
　
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

　
　
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
り
ま

　
　
し
ょ
う
。

　
○
田
の
く
り
焼
き
・
火
入
れ
な

　
　
ど
行
う
場
合
は
、
消
防
署
へ 

　
　
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問　
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
22
‐
３
１
６
７
）

平
成
30
年
度
国
税
専
門
官

を
募
集
し
ま
す

第
28
回
台
湾
親
善
訪
問
団

の
団
員
を
募
集
し
ま
す

募
　
　
集

平成29年度市町村振興宝くじ
市町交付金の充当事業を報告します

　市町村振興宝くじの収益金は、公益財団法人長崎県市
町村振興協会の交付金交付規程に基づき、県内各市町へ
交付され、明るく住みよいまちづくりに役立てられていま
す。平戸市では次の事業に交付金が使われています。

《平戸市の充当事業》

宝くじは、ぜひ長崎県内で購入しましょう。

名称

サマージャンボ
宝くじ市町交付金 9,886千円

5,109千円
ハロウィンジャンボ
宝くじ市町交付金

地域医療
人材育成事業

ごみ減量化
推進交付金事業

金額 事業名

問 企画財政課企画統計班☎内線2335

と
ち
き
　
　 

む
つ
し



奥平戸菜の花まつりを開催します

問 奥平戸菜の花まつり実行委員会　谷山　
　　　 ☎０９０-２３９２‐８５４６

問 平戸オランダ商館
☎２６－０６３６

　と   き　３月18日（日）午前10時30分～午後２時30分
　ところ　多目的研修センター周辺（辻町199番地）
　内　容　
　地元農産物などの販売・ミニ動物園で触れ合い体験
　・消防車、パトカーの乗車体験・アスパラガス収穫体
　験(無料)・宝さがし(小学生以下)・鎮西流による呈
　茶・飲食(ＢＢＱ、牛丼、うどん、押し寿司など)

　※まつりの最後には、恒例の餅まきを行いますので家
　　族や友人などお誘い合わせのうえお越しください。

Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

延長窓口

■３月の延長窓口実施日
　１日（木）、６日（火）、８日（木）、13日（火）、
15日（木）、20日（火）、22日（木）～４月6日（金）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課
■受付内容　　転入・転出・転居届
■交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し   ◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市税の納期限【４月２日（月）】

■国民健康保険税　　　　　第10期
■介護保険料　　　　　　　第10期
■後期高齢者医療保険料　　第９期

○３月23日（金）13：00～ 14：30
　市役所本庁３階会議室C

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

３月の予定はありません。
■個別創業相談会

市民課内市民総合相談室　☎内線2530問

○３月７日（水）13：00～ 15：00
　中部地区（ふれあいセンター）
○３月14日（水）13：00～ 15：00　
　生月地区（生月支所）
○３月28日（水）14：00～ 16：00　　
　大島地区（大島村公民館）

■消費生活巡回相談

○３月２日（金）10：00～ 16：00
　平戸文化センター会議室C
○３月16日（金）10：00～ 16：00
　平戸文化センター会議室C

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

■年金相談（完全予約制）
○３月６日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○３月20日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

市民課国保年金班　☎内線2592　問

市民課戸籍住民班　☎内線2523問

税務課総務徴収班　☎内線2546問

※口座振替日　３月27日（火）
　この日に振替ができなかった場合は、４月12日（木）
　に再振替します。

　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人の
ために、時間外に証明書などを発行するサービスを実施
しています。サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時までにご連絡ください（22日～4月6日は除く）

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

○３月６日（火）９：30～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

Hirado  Informa�on

広報ひらど 平成30年３月号 26Hirado City Public Relations,2018.３27

お
知
ら
せ

○
延
長
期
間　
３
月
22
日（
木
）

　
〜
４
月
６
日（
金
）

　

※

土
・
日
を
除
く

○
延
長
時
間　
午
後
７
時
ま
で

○
取
扱
窓
口　
市
民
課
戸
籍
住

　
民
班

◎
問　
市
民
課
戸
籍
住
民
班

　
（
☎
内
線
２
５
２
１
）

　　　
平
戸
商
工
会
議
所
女
性
会
に
よ

り
平
戸
雛
の
市
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　
き　
３
月
18
日（
日
）午

　
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　
平
戸
港
交
流
広
場

○
内　
容　
平
戸
の
特
産
品
の
販

　
売
・
平
戸
大
判
か
る
た
大
会
・

　　
転
勤
な
ど
で
転
入
や
転
出
な
ど

異
動
が
多
い
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
の
時
期
に
つ
い
て
、
日
中
忙

し
く
来
庁
し
て
手
続
き
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
臨
時
に
本
庁
の

市
民
課
窓
口
の
受
付
時
間
を
延
長

し
ま
す
。

　
転
入
・
転
出
届
の
受
付
や
、
市

民
課
取
扱
い
の
各
種
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の(

運
転
免

許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど)

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

住
所
異
動
の
際
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド

　
ま
た
は
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち

　
の
人
は
、
住
所
変
更
が
必
要
に

　
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
持
参

　
く
だ
さ
い
。

※

本
人
お
よ
び
世
帯
員
以
外
の
人

　
が
住
所
変
更
の
手
続
き
を
す
る

　
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
市
民
課
戸
籍
住

　
民
班
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臨
時
延
長
窓
口
を
開
設
し

ま
す

「
平
戸
雛
の
市
」を
開
催
し

ま
す

　
雛
ぜ
ん
ざ
い
の
無
料
配
布
な
ど

　

※

市
内
の
各
所
で
は
雛
人
形
が

　
　
４
月
３
日（
火
）ま
で
、
飾
ら

　
　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
雛
マッ
プ
ス
タ
ン
プ

　
　
ラ
リ
ー
も
開
催
中
で
す
。

◎
問　
平
戸
商
工
会
議
所
女
性

　
会

　
（
☎
22
‐
３
１
３
１
）

第６回シューレン大会を開催します

　シューレンとは、オラン
ダでは定番のゲームとし
て、全国大会が開催され
るほど大人気です。誰に
でも簡単にできるシンプ
ルなルールで、子どもだ
けでなく大人も熱くなる、
奥の深いゲームです。

と　き　3月18日(日)午前9時30分～
ところ　平戸オランダ商館
参加費　無料
定　員　子どもの部（小学生以下）50人
　　　　一般の部（中学生以上）50人
　　　　※定員になり次第、締め切りとなります。

ひ
な
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これからも絆を強固に

　台北駐日経済文化処駐日代表の謝長廷さんが平戸
市を訪れ、市長を表敬訪問しました。
　台湾と平戸市は「鄭成功」ゆかりの地という縁で親
交を深めており、特に台南市とは交流都市として民
間レベルでの交流を続けています。
　謝大使は、流暢な日本語で「平戸は台湾人にとっ
て特に大切な場所であり、これからも絆を深めてい
きたい」と今後の展望を話されました。4月には平
戸市から台湾に親善訪問団が訪れる予定で、さらな
る交流の促進を約束しました。

　生月支所前をスタート・ゴールとするコースで行
われる「いきつきロード2018」大会が開催されまし
た。
　全22種目に市内外から656組721人が参加しま
した。この日は非常に冷え込み、あまりコンディ
ションはよくありませんでしたが、参加者の皆さん
は、沿道からの声援に支えられ、懸命にゴールを目
指し力走しました。
　大会終了後は、地元の団体や業者が出店した料理
を堪能していました。

ゴールを目指し力走地元企業への就職促進を目的に ２2

県外企業からの農業参入は初20

　平戸文化センターで「平戸市生涯学習都市宣言10
周年記念大会・第12回平戸市公民館大会」が開催さ
れました。
　式では、聖徳大学の福留強名誉教授への感謝状贈
呈、生涯学習まちづくり表彰、生涯学習パスポート
奨励賞表彰、市公民館連絡協議会表彰が行われまし
た。その後、生涯学習推進計画の説明、各団体から
の事例発表、パネルディスカッション、市民大学プ
レ講座として、本市職員による世界遺産登録推進に
ついての講座なども行われました。

　市内のホテルで「地のものファーム株式会社立地
協定調印式」が開催されました。
　地のものファーム株式会社（本社福岡市）が、本社
を田平町に移転して、太陽光を利用した水耕栽培ハ
ウスでのリーフレタスの生産から販売まで行うなど、
本格的な農業経営に参入します。主に関西圏までの
小売業や外食産業を中心に取引していき、将来的に
は直売などまで拡大していきたいとのことです。
　県外企業による農業参入は、平戸市では初めてと
なります。

生涯学習都市宣言から10年14

　市長がデヴィ夫人に感謝の気持ちを伝えるため、
地元漁業者とともに東京の事務所を訪問しました。
　デヴィ夫人は、平成26年8月にTBS系の番組で、
本市を訪れてふるさと納税の取り組みやウチワエビ
の紹介をしていただきました。それ以降平戸市のふ
るさと納税額も毎年度10億円を超し、ウチワエビ
も市内外の人たちにも大好評で、安定した価格で推
移している旨を伝えました。そして、お土産に今が
旬の平戸のヒラマサを持参して、デヴィ夫人に手渡
しました。

感謝の気持ちをデヴィ夫人に2
14

2 ２

　北松農業高校と平戸高校で、市内の事業者による
合同企業説明会が開催されました。
　この説明会は、高校生に地元企業を知ってもらい、
地元への就職や、進学後のＵターンを希望する際の
就職先として選択肢に挙がるきっかけづくりとして
市が企画し、各高校と連携して行われました。北松
農業高校で市内の事業者23社、平戸高校で22社が
参加して、生徒は企業の特色や福利厚生などについ
て熱心に質問していました。
（写真は北松農業高校での説明会の模様）

　大島村公民館で大島地区光ブロードバンドサービ
ス開始セレモニーが開催されました。
　式では、NTT西日本㈱長崎支店の横井幸博支店
長が「今後は、さまざまな分野で光ネットワーク
サービスを活用して、県外や海外にも平戸の魅力を
発信していってほしい」と話し、NTTの担当者によ
る光インターネット回線を使った、取り組みについ
ての説明などが行われました。
　また、大島保育所の園児による踊りも披露され、
セレモニーに花を添えました。

平戸の魅力を光回線に乗せて １
２

１
２

11

しゃちょうてい

15 22・
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投稿募集！

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

広報ひらど

４月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「４月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

４月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

３月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

問

おくやみ

うぶ声
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＆

う
ぶ
声

行
政
区

保
護
者

名　

前

お
く
や
み

死
亡
日

行
政
区

年
齢

名　

前

【
生
月
地
区
】

内
山　
土
雄 

90
歳 
1
／
15 
浦
南

田
中　
カ
ツ 

80
歳 
1
／
17 
元
触

白
石　
満
榮 

82
歳 
1
／
17 
舘
浦
浜

坂
井　
米
男 

85
歳 
1
／
26 
壱
部

岩
元　
友
一 

87
歳 
1
／
26 
元
触

大
石　
岩
男 

84
歳 
1
／
27 
堺
目

松
本　
富
士
夫 
75
歳 
1
／
28 
元
触

大
浦　
芳
乃 

79
歳 
1
／
31 
舘
浦
浜

岡
本　
ツ
ギ 

94
歳 
2
／
3 
壱
部

久
保　
義
信 

79
歳 
2
／
3 
壱
部

前
田　
ツ
ナ
子 
84
歳 
2
／
9 
山
田

池
田　
高
雄 

69
歳 
2
／
9 
堺
目

【
田
平
地
区
】

松
田　
正
幸 

95
歳 
1
／
16 
上
亀

立
木　
良
宗 

48
歳 
1
／
19 
大
久
保

梶
村　
惠
子 

62
歳 
1
／
21 
上
里

近
藤　
誠
一 

86
歳 
1
／
21 
下
寺

前
田　
要
子 

84
歳 
１
／
23  

小
崎

吉
本　
弘 

75
歳 
1
／
26 
永
田

川
辺　
ツ
ヨ 

95
歳 
1
／
28 
坊
田

磯
田　
春
義 

81
歳 
1
／
29 
上
里

久
原
十
郎
左
エ
門 
88
歳 
1
／
30 
岳
崎

松
田　
勝
已 

73
歳 
2
／
3 
米
の
内

佐
々
木
ス
ミ
子 
84
歳 
2
／
4 
佐
世
保
市

吉
本　
ハ
ル
ヱ 
91
歳 
2
／
6 
平
戸
口

松
田　
満 

75
歳 
2
／
8 
以
善

坂
本　
シ
メ 

94
歳 
2
／
13 
永
久
保

【
大
島
地
区
】

北
𠩤　
秀
代 

83
歳 
1
／
17 
東
神
浦

佐
々
木
キ
ク
ヱ 
95
歳 
2
／
7 
的
山
浦

　
　
　
　
　
（
1
／
16
〜
2
／
15
受
付
分
）

　　【
平
戸
地
区
】

大
浦　
桜
奈 

貴
宏 

戸
石
川

中
村　
仁
香 

俊
介 

稗
田

山
中　
彩
鈴 

聖
也 

曲
り

立
野　
颯
人 

栄
俊 

神
船

立
石　
紘
夢 

鉄
也 

中
野
大
久
保

山
田　
結
心 

崇
幸 

清
水
川

山
﨑　
絢
翔 

雄
太 

志
々
伎
浦

横
山　
漣 

義
隆 

上
大
垣

伊
藤　
怜
美 

陽
祐 

上
大
垣

【
生
月
地
区
】

中
倉　
明
希
人 

義
幸 

堺
目

大
浦　
悠
空 

悠
太 

壱
部

濱
本　
莉
瑚 

三
洋 

舘
浦
屋
敷

加
福　
結
音 

宏
次 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

川
久
保　
光
莉 

成
章 

永
田

牧
山　
花
菜 

松
吾 

永
田

大
水　
世
梛 

雄
也 

小
崎

中
野　
旭
陽 

一
樹 

福
井
県
越
前
市

【
平
戸
地
区
】

赤
木　
豊
美 

66
歳 
1
／
16 
度
島
中
部

大
石　
ミ
ヤ
コ 
94
歳 
1
／
17 
下
中
津
良

藤
島　
龍
太 

70
歳 
1
／
19 
鮎
川

藤
原　
モ
ミ 

94
歳 
1
／
20 
神
崎

村
田　
ヤ
ヱ
子 
78
歳 
1
／
21 
根
獅
子
第
３

村
山　
ヒ
サ
子 
91
歳 
1
／
22 
水
垂

木
山　
ミ
ツ
ル 
82
歳 
1
／
22 
山
中

冨
永　
マ
サ
子 
86
歳 
1
／
23 
薄
香
浦

亀
渕　
文
子 

77
歳 
1
／
25 
大
川
原

神
田　
ユ
キ
エ 
88
歳 
1
／
25 
下
中
津
良

網
屋　
満
惠 

87
歳 
1
／
26 
津
吉
中
央

堺　
　
好
市 

94
歳 
1
／
28 
度
島
浦

大
石　
タ
マ
エ 
80
歳 
1
／
29 
田
原
崎

松
本　
保 

69
歳 
1
／
30 
古
江

田
中　
ミ
カ 

107
歳 
1
／
31 
船
越

小
田　
秋　
 

86
歳 
2
／
4 
肥

片
平　
シ
ズ
カ 
87
歳 
2
／
4 
赤
坂

元
山　
正
夫 

78
歳 
2
／
4 
田
助
浦

瀨
戸　
キ
ミ
ヨ 
92
歳 
2
／
5 
崎
方
町

川
下　
フ
ミ
子 
76
歳 
2
／
5 
大
佐
志

大
畑　
　
子 

86
歳 
2
／
6 
下
大
垣

岩
永　
吉
博 

81
歳 
2
／
8 
薄
香
浦

大
石　
佐
津
雄 
91
歳 
2
／
9 
猪
渡
谷

日
高　
マ
シ
ヱ 
95
歳 
2
／
9 
堤

美
𠮷　
英
一 

86
歳 
2
／
11 
春
日

川
渕　
秀
雄 

90
歳 
2
／
12 
紐
差
第
３

辻　
　
多
喜
一 
67
歳 
2
／
12 
根
獅
子
第
３

山
浦　
浩
明 

77
歳 
2
／
13 
職
人
町

お
お
う
ら 

は
る　
な 

た
か
ひ
ろ

な
か
む
ら 
　
に　
こ 

し
ゅ
ん
す
け

や
ま
な
か 
　
あ　
り
ん 

せ
い　
や

た
つ　
の 

は
や　
と 

ひ
で
と
し

た
て
い
し 

ひ
ろ　
む 

て
つ　
や

や
ま　
だ 

ゆ
い　
と 

た
か
ゆ
き

や
ま
さ
き 

あ
や　
と 

ゆ
う　
た

よ
こ
や
ま 

れ
ん 

よ
し
た
か

　
い　
と
う 
　
れ　
み 

よ
う
す
け

な
か
く
ら 
　
あ　
き　
と 

よ
し
ゆ
き

お
お
う
ら 

ゆ
う　
く 

ゆ
う　
た

は
ま
も
と 
　
り　
こ 

み
つ
ひ
ろ

　
か　
ふ
く 

ゆ
い　
と 

こ
う　
じ

か
わ　
く　
ぼ 

ひ
か　
り 

し
げ
あ
き

ま
き
や
ま 
　
か　
な 

し
ょ
う
ご

お
お
み
ず 
　
せ　
な 

ゆ
う　
や

な
か　
の 

あ
さ　
ひ 

か
ず　
き

あ
か　
ぎ 

と
よ　
み

お
お
い
し

ふ
じ
し
ま 

り
ゅ
う
た

ふ
じ
わ
ら

む
ら　
た

む
ら
や
ま

　
き　
や
ま

と
み
な
が

か
め
ぶ
ち 

ふ
み　
こ

こ
う　
だ

あ
み　
や 

み
ち　
え

さ
か
い 

よ
し
い
ち

お
お
い
し

ま
つ
も
と 

た
も
つ

　
た　
な
か

　
お　
だ 

あ
き
よ
し

か
た
ひ
ら

も
と
や
ま 

ま
さ　
お

　
せ　
と

か
わ
し
も　
　
　
　
　

お
お
は
た 

く
に　
こ

い
わ
な
が 

よ
し
ひ
ろ

お
お
い
し 

さ　
つ　
お

　
ひ　
だ
か

　
み　
よ
し 

え
い
い
ち

か
わ
ぶ
ち 

ひ
で　
お

つ
じ 

　
た　
き　
い
ち

や
ま
う
ら 

ひ
ろ
あ
き

う
ち
や
ま 

つ
ち　
お

　
た　
な
か

し
ら
い
し 

み
つ　
え

さ
か　
い 

よ
ね　
お

い
わ
も
と 

と
も
い
ち

お
お
い
し 

い
わ　
お

ま
つ
も
と 

　
ふ　
じ　
お

お
お
う
ら 

よ
し　
の

お
か
も
と

　
く　
ぼ 

よ
し
の
ぶ

ま
え　
だ

い
け　
だ 

た
か　
お

ま
つ　
だ 

ま
さ
ゆ
き

た
ち　
き 

よ
し
の
り

か
じ
む
ら 

け
い　
こ

こ
ん
ど
う 

せ
い
い
ち

ま
え
だ　
　
　
よ
う
こ

よ
し
も
と 

ひ
ろ
し

か
わ　
べ

い
そ　
だ 

は
る
よ
し

く
ば
ら
じ
ゅ
う
ろ
う
ざ
え
も
ん

ま
つ　
だ 

か
つ　
み

　
さ　
さ　
き

よ
し
も
と

ま
つ　
だ 

み
つ
る

さ
か
も
と

き
た
は
ら 

ひ
で　
よ

　
さ　
さ　
き

松田　理央 くん
Ｈ26.３.31　４歳（田平町）Ｈ29.３.29　１歳（田平町）

山下　叶夢 ちゃん
 まつだ　　　　　りお

やました　　　　かのん

平戸にまつわる問題に挑戦
　2月12日、未来創造館で「第
９回平戸検定試験」が開催され
ました。
　この日は、約100人が平戸の
歴史や文化などにまつわる問題
に挑戦しました。

今年はお寺の本堂で
　２月11日、田平町の円通寺で
今年で４回目となる「平戸一番音
楽祭」が行われ、地元だけでなく、
県外からもたくさんのミュージ
シャンが集まり、大いに盛り上が
りました。

坂田　康誠 くん
Ｈ27.３.８　３歳（田平町）

千北　晃誠 くんＨ29.３.15　1歳（明の川内町）

   ちぎた 　　　　こうせい 　さかた 　　　　こうせい

広報ひらど 平成30年３月号 30

ふるかわ 　　　　しょうき古川　将輝 くんＨ28.３.21　２歳（度島町）

山添　月菜 ちゃん
Ｈ27.３.13　３歳（大久保町）

よしおか　　　ゆずる

吉岡　禅 くん
Ｈ29.３.11　１歳（野子町）

やまぞえ　　　　 るな

久豊　幸生 くん
Ｈ29.３.５　１歳（生月町）

ひさとよ　　　　こうせい

まつもと 　　　　
しんたろう

松本　信太朗 くん銀吉屋  瑞生 くん
Ｈ27.３.25　3歳（岩の上町）

ぎんよしや             みずき

Ｈ29.３.17　１歳（生
月町）




